
R８年（2026） 
 

直近１ヶ月間の通常流通用抗インフルエンザウイルス薬の供給状況について 

（１月２５日時点） 

 

１． 卸売業者から医療機関・薬局等への供給量（１２月２９日～１月２５日） 

 

   ● 合計 約５７．１万人分 
 

○ タミフル 約１．５万人分 

（カ プ セ ル   約 １．８万人分） 

（ドライシロップ   約▲０．３万人分） 

 

○ リレンザ  約１．４万人分 

 

 

 

○ ラピアクタ 約０．２万人分 

 

○ イナビル 約１０．８万人分 

（吸入粉末剤   約１０．８万人分） 

 

 

○ ゾフルーザ 約２９．４万人分 

（錠剤  約２７．３万人分） 

（分包  約 ２．１万人分） 

（吸入懸濁用   約 ０．１万人分） 

 

○ オセルタミビル「サワイ」 約８．５万人分 

（カ プ セ ル   約７．２万人分） 

（ドライシロップ   約１．３万人分） 

 

○ オセルタミビル「トーワ」 約５．３万人分 

（錠     剤   約３．８万人分） 

（ドライシロップ   約１．５万人分） 

 

 

２．メーカー・卸売業者の保有量（１月２５日時点） 

 

   ● 合計 約２，８００万人分 
 

○ タミフル  約４５９万人分 

（カ プ セ ル  約２１０万人分） 

（ドライシロップ   約２４８万人分） 

○ リレンザ 約８８万人分 

 

○ ラピアクタ 約３３万人分 

 

 

 

○ ゾフルーザ 約９２７万人分 

（錠剤  約７０６万人分） 

（分包  約２２１万人分） 

○ イナビル  約６３９万人分 

（吸入粉末剤   約６３２万人分） 

（吸入懸濁用   約  ７万人分） 

 

○ オセルタミビル「サワイ」 約４４９万人分 

（カ プ セ ル   約３５１万人分） 

（ドライシロップ   約 ９８万人分） 

  

○ オセルタミビル「トーワ」 約２０６万人分 

（錠     剤   約１２９万人分） 

（ドライシロップ   約 ７７万人分） 

 

 

 

 

 

 

 
問い合わせ先 

医政局医薬産業振興・医療情報企画課 

・▲(マイナス)は、卸から医療機関・薬局等への供給量に

比べ、医療機関・薬局等から卸への返品量が多かったこと

によるもの 

・四捨五入の関係で合計が合わない場合があります 

 

 

・四捨五入の関係で合計が合わない場合があります 



抗インフルエンザウイルス薬の供給量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※12月29日から１月25日の卸売業者から医療機関・薬局等への供給量は、約57.1万人分 

 

※１月25日時点のメーカー・卸売業者の抗インフルエンザウイルス薬の保有量は、約2,800万人分 

 

※▲（マイナス）は、卸から医療機関・薬局等への供給量に比べ、医療機関・薬局等から卸への返

品量が多かったことによるもの。今シーズンにおいて感染の拡大が懸念されたため、医療機関・

薬局等において一定の在庫を確保し、感染状況が一定期間にわたって継続することに備えていた

ことが影響していると考えられる。 

なお、返品された製品については、必要としている他の医療機関・薬局等へ供給することで、

医療資源の無駄が生じないように努めている。 

期間 
卸売業者から医療機関・

薬局等への供給量 

12/29～1/4 15.1万人分 

1/5～1/11 26.2万人分 

1/12～1/18 5.9万人分 

1/19～1/25 9.8万人分 


